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子育て応援フェスタ

平成24年度

49 9,369
　
第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
５
日
か
ら

18
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
入
総
額
49
億
９
，
３
６
９
万
円
、
歳

出
総
額
46
億
４
，１
９
７
万
円
で
、歳
入
、

歳
出
と
も
に
前
年
度
決
算
額
を
上
回
り
ま

し
た
。　

繰
越
額
を
控
除
し
た
実
質
的
な
収
支

は
、
２
億
９
，
５
６
０
万
円
の
黒
字
、
当

該
年
度
だ
け
の
単
年
度
収
支
は
、
３
，
９

５
０
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や

町
債
の
繰
上
償
還
な
ど
、
黒
字
要
素
や
赤

字
要
素
を
控
除
し
た
実
質
単
年
度
収
支
に

つ
い
て
も
、
３
億
４
，
３
２
８
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
49
億
９
，
３
６
９
万

円
で
前
年
度
決
算
額
44
億
２
，
９
６
１
万

円
に
比
べ
12
・
７
％
（
５
億
６
，
４
０
８

万
円
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
特
徴
点
と
し
て
、
町
税
は

固
定
資
産
税
が
約
９
，
３
０
０
万
円
減
少

し
た
も
の
の
、
町
税
全
体
で
は
８
年
連
続

で
20
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
が
２
億
９
，
１

０
５
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
県
支
出
金

で
６
億
８
，
３
７
１
万
円
増
加
、
繰
入
金

で
２
億
４
，１
６
０
万
円
増
加
し
た
た
め
、

全
体
と
し
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　町税は、評価替えにより固定資産税が昨年
に比べ減少しましたが、８年連続で20億円を
上回りました。
　また、平成24年度の収納率は、県内44市町
村中第４位で、県平均91.３％（速報値）よりも
高いポイントになっています。
　町では、今後も収納率の向上を目指して、自
主財源の確保に努めます。

H24

4.2

3.3

12.2

1.1

96.1%

H23

4.1

3.0

13.1

1.0

96.2%

H22

4.2

4.1

13.4

0.9

96.3%

H21

4.6

2.1

13.0

0.9

96.0%

H20

4.6

3.5

12.9

0.9

96.4%

20.821.222.620.621.9

129,760円

53,972円

1,870円

8,212円

7,519円
49,345円
5,363円

120,621円

20,921円
12,606円
16,762円
3,777円
34,706円
14,289円
14,238円
3,322円

4億2,334万円
3億2,871万円
12億2,104万円

2,171万円
8,228万円

49億
9,369万円

20億7,708万円
41.6%
20億7,708万円
41.6%

5億8,850万円
11.8%2億640万円

4.1%

繰越金
2億8,938万円
5.8%

国庫支出金
2億998万円
4.2% 町債

町税町税

地方交付税

県支出金
9億1,103万円
18.3%

地方消費税交付金
1億2,817万円
2.6%

地方譲与税
6,125万円
1.2%

分担金・負担金
6,026万円
1.2%

その他
1億4,560万円
2.9%

繰入金
3億1,604万円
6.3%

●町民 1 世帯当たり月額換算すると （3,207世帯　平成25年3月31日現在）

雑収入 3,479円

（光熱水費、物品購入費等）

（普通建設事業費）

（公債費）

（扶助費 ）

（人件費）

（維持補修費）

（繰出金）

（積立金、投資及び出資金、貸付金等）
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町道1561号線道路舗装工事

46 4,197
　
　
歳
出
決
算
額
は
、
46
億
４
，
１
９
７

万
円
で
前
年
度
決
算
額
41
億
４
，
０
２
４

万
円
に
比
べ
12
・
１
％
（
５
億
１
７
３
万

円
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
的
別
歳
出
の
主
な
特
徴
点
と
し
て
、

議
会
費
や
災
害
復
旧
費
、
基
金
管
理
に

係
る
諸
支
出
金
な
ど
が
減
少
し
た
も
の

の
、
農
林
水
産
業
費
、
公
債
費
が
大
き
く

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
議
会
費
で
地

方
議
会
議
員
年
金
の
給
付
費
負
担
金
の
率

が
下
が
っ
た
た
め
減
少
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
東
日
本
大
震
災
農

業
生
産
対
策
事
業
等
補
助
金
の
皆

増
に
よ
り
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。

　
公
債
費
は
、
高
金
利
地
方
債
の

繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
諸
支
出
金
は
、
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
が
増
加
し
た
も
の
の
、
公

共
用
地
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立

が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
全
体
と

し
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

太陽光発電システム等設置工事
道路維持補修工事
公用バスの更新
道路整備

北部地区管路および水処理
センター災害復旧工事

51,571
37,720
28,946
9,870

12,075

総務費
5億925万円
11.0%

土木費
3億9,063万円
8.4%

公債費
6億6,484万円
14.3%

衛生費
4億8,593万円
10.5%

教育費
3億1,486万円
6.8%

消防費
2億1,520万円
4.6%

議会費
8,235万円
1.8%

諸支出金
1億2,535万円
2.7%

その他
533万円
0.1%

農林水産業費
9億663万円
19.5%

人件費
8億512万円
17.4%

扶助費
4億8,513万円
10.5%

公債費
6億4,506万円
13.9%

普通建設事業費
1億4,536万円
3.1%物件費

5億2,983万円
11.4%

維持補修費
2,005万円
0.4%

補助費等
13億3,562万円
28.8%

繰出金
5億4,796万円
11.8%

投資及び出資金
81万円
0.0%

積立金
1億2,576万円
2.7%

民生費
9億4,160万円
20.3%

貸付金
127万円
0.0%

46億
4,197万円

46億
4,197万円
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医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
保
険
給
付
費
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平成24年度

　
介
護
認
定
者
が
年
々
増
加
し
、サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、保
険
給
付
費
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
主
に
北
部
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
や
、

各
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
業
務
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
被
保
険
者
数
の
増
加
に
伴
い
、療
養
給

付
費
負
担
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
主
に
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
診
断
業

務
及
び
反
応
槽
散
気
装
置
更
新
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
収
益
勘
定
で
は
、歳
入
で
料
金
収
入
が

減
少
し
、歳
出
で
減
価
償
却
費
が
減
少
し

ま
し
た
。資
本
勘
定
で
は
、対
象
事
業
や
震

災
に
伴
う
災
害
復
旧
工
事
が
な
か
っ
た
た

め
、歳
入
で
企
業
債
・
負
担
金
・
補
助
金
が

減
少
し
、歳
出
で
建
設
改
良
費
・
災
害
対
策

費
が
減
少
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

その他 
2億6,638万円
23.1%

国民健康保険税 
3億2,584万円
28.2%

国庫支出金 
2億9,254万円
25.3%

保険給付費
7億1,707万円
63.9%
 

後期高齢者医療保険料
4,553万円
31.6%

 

繰入金
9,766万円
67.7%

 

国庫支出金等
1億1,764万円
20.2%

 

支払基金交付金
1億5,897万円
27.3%

 

保険給付費
5億2,619万円
91.3%

 

使用料及び手数料
8,266万円
23.9%

 

公債費
9,834万円
58.7%

 

国民健康保険税 
3億2,584万円
28.2%

国庫支出金 
2億9,254万円
25.3%

共同事業交付金 
1億3,232万円
11.5%

前期高齢者交付金 
1億3,798万円
11.9%

歳入
11億
5,506万円

歳出
11億

2,125万円

歳入
5億
8,272万円

歳出
5億

7,640万円

歳入
1億
6,846万円

歳出
1億

6,746万円

歳入
4億
3,997万円

歳出
4億

1,767万円

歳入
1億
4,416万円

歳出
1億

4,376万円

歳入
3億
4,522万円

歳出
3億

3,980万円

歳入
81万円

歳出
2億

417万円

その他
1億1,997万円
10.7%

 

保険給付費
7億1,707万円
63.9%
 

共同事業拠出金
1億2,618万円
11.3%

 後期高齢者支援金等1億5,803万円
14.1%

 

後期高齢者医療保険料
4,553万円
31.6%

 

繰入金
9,766万円
67.7%

 

その他
97万円
0.7%
 

総務費
929万円
6.5%

後期高齢者
医療広域連合納付金
1億3,447万円
93.5%

後期高齢者
医療広域連合納付金
1億3,447万円
93.5%

保険料
1億1,641万円
20.0%

 国庫支出金等
1億1,764万円
20.2%

 

支払基金交付金
1億5,897万円
27.3%

 
県支出金
8,612万円
14.8%

 
繰入金
1億285万円
17.6%

 

その他
73万円
0.1%

 

総務費
3,503万円
6.1%

 

保険給付費
5億2,619万円
91.3%

 

その他
1,518万円
2.6%
 

その他
1,561万円
4.5%

 

使用料及び手数料
8,266万円
23.9%

 

繰入金
1億6,105万円
46.7%

 

繰入金
1億6,105万円
46.7%

 

町債
8,590万円
24.9%

 

下水道事業費
1億514万円
30.9%
 

公債費
2億3,466万円
69.1%

その他
387万円
2.3%

 

使用料及び手数料
4,229万円
25.1%

 

繰入金
1億2,230万円
72.6%

 

使用料及び手数料
4,229万円
25.1%

 

繰入金
1億2,230万円
72.6%

 

農業集落排水事業費
5,479万円
32.7%

 

公債費
9,834万円
58.7%

 

災害復旧費
1,208万円
7.2%

 

その他
225万円
1.4%

 

（収益勘定） （資本勘定）

営業収益
2億9,910万円
68.0%

 

営業費用
3億226万円
72.4%

 
 

営業外収益
1億4,087万円
32.0%

 

営業外費用
1億1,446万円
27.4%

 
特別損失
95万円 0.2%

出資金
81万円
100%

 

建設改良費
1,993万円
9.8%

企業債償還金
1億8,424万円
90.2%
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15.5 15.4 

20.0 
25.1 25.1 23.1 

86.5%
86.9%

75.1%

88.5%
91.1%

86.5%
86.9%

75.1%

88.5%
91.1%90.8%

89.5%
87.0%

88.0%

83.5%
85.3%

80.0%

82.9%

五霞町財政の健全化判断比率の報告について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づい
て、平成24年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足
比率を報告するものです。この法律では、早期健全化と財政
の再生及び公営企業の健全化を図るため、健全化判断比
率と公営企業ごとの資金不足比率を公表し、財政危機を早
期に是正することを目的としています。今回、平成24年度決
算に係る健全化判断比率及び公営企業ごとの資金不足比
率を報告するものです。

　実質公債費比率は、前年度までの町債の繰上償還や借
り換えにより元利償還金が減少したため、14.9％（対前年
度△0.4％）となりました。また、将来負担比率は、町債残高
が減少したため、72.2％（対前年度△6.3％）となりました。
資金不足比率は、いずれの公営企業会計も資金不足は生
じていないため該当しませんでした。今後は県内市町村の
平均に近づけるよう努めます。

平成24年度 平成23年度 早期健全化基準 財政再生基準 県内市町村平均
　－%
－%

14.9%
72.2%

　－%
－%

15.3%
78.5%

15.0%
20.0%
25.0%
350.0%

　－%
－%
9.8%
55.0%

20.0%
40.0%
35.0%

実質赤字比率 福祉、 教育、 まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計の赤字額の程度を指標化し、 財政運営の深刻度
 を示します。
連結実質赤字比率 すべての会計の赤字と黒字を合算し、 その団体としての赤字の程度を指標化し、 地方公共団体全体として
 の運営の深刻度を示します。
実質公債費比率 借入金の返済及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、数値が高いほど資金繰りが危険であることを示します。
将来負担比率 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での残高
 の程度を指標化し、 数値が高いほど将来財政運営を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。

0.79 91.1

108.623.1

0.30 

0.40 

0.50 

0.60 

0.70 

0.80 

0.90 

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
　財政力を示す指標で、標準的な行政サービスを提供するのに必要な費用に
対して、町税収入などがどれくらいの割合を占めているかを表したものです。
　この値が高いほど地方交付税の依存度が低いといえ、また、１に近いか１を
超えるほど財源に余裕があります。

　財政構造の弾力性を示す指標で、家庭でいうと、食費や電気・ガス・水道代、
ローン返済など、きまって支出する生活費を毎月の給料で割ったものです。　
　この比率が低いほど一般財源に余裕があり、新しい行政需要にも対応でき
ることになります。

0.89 
0 .87 

0 .82 0 .81 0 .79 

0.79 0.79
0.75

0.72

0.43 

0.38
0.35 0.36

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

47.1 43.8 43.7 41.8 38.0 

34.4 33.5 32.6 31.8 31.0 

14.5 13.8 13.8 13.1 12.4 

47.1 43.8 43.7 41.8 38.0 

34.4 33.5 32.6 31.8 31.0 

14.5 13.8 13.8 13.1 12.4 

34.6 
32.7 31.2 29.1 27.2 

130.6 123.8 121.3 115.8 
108.6 

5.4 5.4 
8.0 8.4 9.4 

3.0 3.0 

3.6 3.0 0.8 
6.9 6.7 

7.6 

13.0 
12.3 

0.2 0.3 

0.8 

0.7 0.6 

5.4 5.4 
8.0 8.4 9.4 

3.0 3.0 

3.6 3.0 0.8 
6.9 6.7 

7.6 

13.0 
12.3 

0.2 0.3 

0.8 

0.7 0.6 
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10
月
1
日
は

　
「
浄
化
槽
の
日
」で
す

「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
昭
和
60
年
10

月
1
日
に
「
浄
化
槽
法
」
が
施
行
さ

れ
、
浄
化
槽
の
普
及
・
促
進
及
び
浄

化
槽
法
の
周
知
徹
底
を
通
じ
て
、
生

活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
当
時

の
建
設
省
、
厚
生
省
、
環
境
庁
の
3

省
庁
の
主
唱
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
浄
化
槽
が
正
し

く
動
作
す
る
よ
う
日
頃

か
ら
き
ち
ん
と
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

 

浄
化
槽
を

　
使
用
し
て
い
る
方
へ

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働

き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
な

水
に
す
る
装
置
で
あ
り
、
日
頃
か

ら
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

浄
化
槽
の
管
理
は
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う

た
め
、
適
正
に
機
能
す
る
よ
う
に

管
理
者
が
保
守
点
検
・
清
掃
を
行

い
、
ま
た
、
年
1
回
の
法
定
検
査

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

保
守
点
検
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
槽
内
の
機
器
、
ブ
ロ

ワ
ー
（
送
風
機
）
や
タ
イ
マ
ー

な
ど
の
点
検
調
査
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
消
毒
剤
を
定
期
的
に
補
給

し
、
放
流
先
が
不
衛
生
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
作

業
で
す
。

　

こ
の
作
業
は
、
茨
城
県
に
登
録

さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
守
点
検
回
数
は
設
置

し
て
い
る
浄
化
槽
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

  

清
掃
に
つ
い
て

　

槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を

抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。
定
期

的
に
実
施
し
な
い
と
せ
っ
か
く
浄

化
し
た
処
理
水
に
汚
泥
が
混
じ
っ

て
流
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
浄
化

槽
か
ら
汚
泥
が
あ
ふ
れ
て
し
ま

い
、
周
辺
住
民
へ
迷
惑
を
掛
け
て

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
清
掃
は
、
毎
年
１
回
以
上
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

 

た
だ
し
、
全
ば
っ
気
方
式
浄
化
槽

は
、
お
お
む
ね
６
カ
月
に
1
回
以
上

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
作
業
は
、
町
で
許
可
を
受
け

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

　

町
で
許
可
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽

清
掃
業
者
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
生
活

環
境
Ｇ
ま
で
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
全
ば
っ
気
方
式
と
は
、
固
液
分
離

装
置
で
あ
る
沈
殿
分
離
室
が
な

い
浄
化
槽
の
こ
と
で
す
。

 

法
定
検
査
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
の
管
理
者
等
は
、
管
理
状

況
ま
た
は
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
次

の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
検
査
は
、
茨
城
県
知
事
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
「
社
団
法
人
茨

城
県
水
質
保
全
協
会
」
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
設
置
後
の
水
質
検
査
（
法
第
７ 

　

条
）

　

工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
所
期
の

性
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

使
用
開
始
後
３
カ
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
５
カ
月
の
間
に
検
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
検
査
の
申
込
及
び
検

査
手
数
料
は
設
置
届
時
に
収
め
て
い

た
だ
く
前
納
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

・
定
期
検
査
（
法
第
11
条
）

　

保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
、
継
続
し
て
所
期
の
性
能
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
毎
年
１

回
検
査
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
種
類
や
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
改
め
て
確
認
し
保
守
点
検
・

清
掃
・
法
定
検
査
を
定
期
的
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
社
団
法
人
茨
城
県
水
質
保
全
協
会

　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
４
０
０
０

◆
建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

◆
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
３
４

浄化槽の仕組み
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ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

は
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

場
合
を
除
き
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
に
よ
る
煙
、
す
す
、
悪
臭

は
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
ド
ラ

ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼

却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
も
野
焼
き

行
為
と
み
な
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

は
、
正
し
く
分
別
を
行
い
、
決
め
ら

れ
た
方
法
で
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

  

野
焼
き
の
例
外

　

野
焼
き
の
例
外
と
し
て
は
、
次
の

６
項
目
が
あ
り
ま
す
。

①
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
に

よ
る
焼
却
行
為

　
（
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
る

特
定
小
型
焼
却
炉
）

②
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策
、
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
焼
却

　
（
災
害
時
の
木
く
ず
等
の
焼
却
や

消
防
防
災
訓
練
に
よ
る
焼
却
な

ど
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

　
（
ど
ん
ど
焼
き
、
か
が
り
火
、
た

い
ま
つ
な
ど
）

　

近
年
、
犬
・
猫
に
よ
る
ふ
ん
や
い

た
ず
ら
な
ど
様
々
な
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

　

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
飼
い
主
の
き
ち
ん
と
し
た
管
理

が
必
要
で
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
「
あ
な
た
の
街
を

犬
の
ふ
ん
ゼ
ロ
・
放
し
飼
い
ゼ
ロ
に

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
を
飼

い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
飼
育

に
関
す
る
普
及
啓
発
が
図
れ
る
よ

う
、
飼
い
主
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー

①
ふ
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼

い
主
の
義
務
で
す
。

　

ふ
ん
の
中
の
寄
生
虫
や
病
原
菌
で

病
気
に
か
か
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
に
努
め
、
ふ
ん
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

②
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　

ノ
ー
リ
ー
ド
で
散
歩
す
る
と
、
飼

い
犬
が
道
路
に
飛
び
出
し
、
交
通
事

故
に
あ
っ
て
し
ま
う
な
ど
多
く
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　

公
園
内
等
に
お
い
て
も
、
ノ
ー

リ
ー
ド
に
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー

①
飼
い
猫
は
で
き
る
限
り
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う

　

屋
外
は
、
交
通
事
故
、
感
染
症
、

猫
同
士
の
け
ん
か
な
ど
多
く
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
所
の
家
で
ふ
ん
を
し
た

り
、
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
車
の
上
に

乗
っ
て
キ
ズ
を
つ
け
て
し
ま
う
な

ど
、
近
所
の
迷
惑
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

②
飼
い
猫
に
は
首
輪
と
名
札
ま
た
は

鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

迷
い
猫
の
連
絡
が
入
っ
た
時
に
、

飼
い
主
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
県
や
町
で
は
、迷
い
猫
等
の
捕
獲
・

駆
除
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

迷
い
猫
等
が
庭
に
寄
り
つ
か
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
迷
い
猫

等
避
け
グ
ッ
ズ
の
他
に
、
忌き

避ひ

剤ざ
い

や

木も
く

酢さ
く

液え
き

、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
か
す
、
タ

マ
ネ
ギ
の
薄
切
り
、
赤
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
刻
ん
だ
も
の
な
ど
を
庭
に
ま
く
と

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

・
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６

（72）
１
２
０
０

④
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
焼
却
行
為

　
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
土
器

の
製
作
に
伴
う
木
く
ず
の
焼
却
、

飯
ご
う
炊
飯
に
よ
る
焼
却
な
ど
）

⑤
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
焼
却
行
為

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
不
可

※
稲
わ
ら
等
の
有
効
活
用
に
関
し
て

は
、
広
報
ご
か
9
月
号
へ
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　
（
落
ち
葉
た
き
等
）

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
は

不
可

　

こ
れ
ら
の
例
外
に
あ
て
は
ま
る
野

焼
き
を
す
る
場
合
で
も
、
周
辺
へ
の

生
活
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

役
場
で
は
、
野
焼
き
に
よ
る
苦
情

（
相
談
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
訪

問
し
て
野
焼
き
の
即
中
止
、
ま
た
は

改
善
指
導
を
行
い
、
み
だ
り
に
焼
却

し
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

ご
み
の
野
焼
き
は

　
　

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
飼
い
犬
・
猫
が

　
ご
近
所
か
ら
好
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
飼
い
犬
・
猫
が

　
ご
近
所
か
ら
好
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

平成24年度
境警察署管内による

野焼き検挙件数

６件



8

　

８
月
17
日
に
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
に

お
い
て
、
２
０
１
３

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
水
泳
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
五
霞
東

小
学
校
６
年
大
橋
温あ
つ

紀き

さ
ん
が
小
学
５
・

６
年
、
自
由
形
と
平
泳
ぎ
の
２
種
目
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
小
学
５
・
６
年
の
平
泳

ぎ
の
部
に
お
い
て
、
第
７
位
に
輝
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
大
橋
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
２
０
１
３
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

　
水
泳
競
技
大
会
で
、
大
橋
温あ

つ

紀き

さ

　
ん
が
第
７
位
に
輝
き
ま
し
た

　
高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防

　
止
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
の
被
害
が

後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
7
月
か
ら
9

月
の
消
費
生
活
相
談
日
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
中
心
に
高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防

止
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
消
費
生
活
相
談
員
の
松
橋
氏
を
講
師

に
迎
え
、
悪
質
商
法
の
被
害
の
実
態
を
事

例
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
や
、
昼
間
自
宅
で
留
守
番

を
し
て
い
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会

　
結
果

　
江
川
納
涼
会
が

　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
14
日
、
江
川
天
満
宮
に
お
い
て
、

江
川
天
神
太
鼓
保
存
会
主
催
に
よ
る
納
涼

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
を
中
心
に
爽
快
な
太
鼓
の
音
が

鳴
り
響
く
な
か
、
大
勢
の
方
が
踊
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
行
政
区
役
員
・
子
ど
も

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
消
防
団
も
参
加
し
、
焼

き
そ
ば
・
か
き
氷
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
納
涼
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
33
回
体
協
会
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

○
期
日　
７
月
21
日
～
８
月
31
日

○
場
所　

五
霞
中
学
校
野
球
場

○
参
加　

14
チ
ー
ム

○
結
果

　

優　

勝　
　

ホ
ワ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

　

準
優
勝　
　

ラ
イ
ン
ズ

　

第
３
位　
　

土
与
部
チ
ー
ム

　

優
秀
選
手　

永
山　

正
司　

選
手
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10
月
の
行
事
予
定

　
８
月
21
日
、
西
児
童
館
に

お
い
て
「
ス
ラ
イ
ム
作
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
紙
コ
ッ
プ
の
中

へ
、
絵
具
で
色
を
つ
け
た
ホ

ウ
砂
液
を
注
ぎ
ま
す
。
次
に

洗
た
く
の
り
を
入
れ
、
割
り

ば
し
で
ぐ
る
ぐ
る
と
か
き
混

ぜ
る
と
出
来
上
が
り
で
す
。

　

ス
ラ
イ
ム
を
手
で
触
る
と

ひ
ん
や
り
し
た
感
触
が
気
持

ち
よ
く
、
み
ん
な
で
ビ
ヨ
ー

ン
と
伸
ば
し
た
り
、
ス
ト

ロ
ー
を
使
っ
て
風
船
の
よ
う

に
膨
ら
ま
せ
た
り
、
自
分
達

で
工
夫
し
て
楽
し
く
遊
び
ま

し
た
。

　
８
月
20
日
、
南
児
童
館
に

お
い
て
「
プ
ー
ル
で
遊
ぼ

う
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
の
中
、

毎
日
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
親
子

連
れ
、
幼
稚
園
児
、
小
学
生

が
楽
し
く
プ
ー
ル
遊
び
に
来

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
が
「
プ
ー
ル
で
遊

ぼ
う
」
の
碁
石
拾
い
や
、
人
間

流
れ
る
プ
ー
ル
、
水
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
見
ら
れ
、
水
に
顔

を
つ
け
ら
れ
る
子
、
も
ぐ
れ

る
子
な
ど
、
日
焼
け
し
た
顔

に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
と
自

信
を
の
ぞ
か
せ
大
き
く
成
長

し
た
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

西
児
童
館　
　
　
　

☎
（84）
２
３
２
１

・
ち
び
っ
こ
広
場　
　
　
　

４
日
㈮

・
避
難
訓
練　
　
　
　
　
　
８
日
㈫

・
お
に
ご
っ
こ　
　
　
　
　
９
日
㈬

・
雑
巾
が
け
に
挑
戦　
　
　

15
日
㈫

・
ち
び
っ
こ
広
場　
　
　
　

18
日
㈮

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ　
　

24
日
㈭

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
　

28
日
㈪

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
祭
り　
　
　

31
日
㈭

南
児
童
館

　
　
　
　
☎

（84）
３
４
５
６

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　
３
日
㈭

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
　
７
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

10
日
㈭

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

17
日
㈭

・
手
つ
な
ぎ
鬼
ご
っ
こ　
　

21
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

24
日
㈭

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ　

28
日
㈪

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　
　
　
　
　

30
日
㈬

　
８
月
21
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

五
霞
・
境
人
権
教
育
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
両
町
教
育
委
員
を
は
じ
め
教

職
員
な
ど
２
１
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
大
阪
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
の

土
田
光
子
先
生
を
お
招
き
し
、
「
私
を

創
っ
た
も
の
～
部
落
差
別
と
の
出
会
い

～
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
の
生
い
立
ち
や
、
教
師

五霞・境
人権教育研修会が
開催されました

生
活
で
の
体

験
を
通
し
て

「
児
童
生
徒

の
学
校
で
の

生
活
態
度
だ

け
で
判
断
し

た
の
で
は
、

決
し
て
児
童

生
徒
が
抱
え

る
問
題
に
は

た
ど
り
着
け

な
い
。
そ
の

子
の
家
庭
環

境
等
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
問
題
や
、
そ

の
子
の
隠
れ
た
心
の
部
分
を
見
抜
か
な
け

れ
ば
、
根
本
的
な
問
題
の
解
決
と
は
な
ら

な
い
。
」
な
ど
直
接
生
徒
と
向
き
合
っ
た

経
験
か
ら
の
貴
重
な
体
験
談
を
拝
聴
で

き
、
人
権
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
突
然
、
障
害
を

持
っ
た
高
齢
者
と
の
同
居
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
家
族
が
同
和
地
区
に
住
む
青
年
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同

和
地
区
に
対
す
る
差
別
意
識
の
誤
り
に
気

付
き
、
人
を
思
い
や
る
心
や
家
族
の
ぬ
く

も
り
を
取
り
戻
し
て
い
く
心
の
変
化
を
描

い
た
、
人
権
啓
発
映
画
「
ぬ
く
も
り
の

彩い
ろ

」
を
観
て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ム
作
り

〜
西
児
童
館
〜

プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

〜
南
児
童
館
〜
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

（
教
育
委
員
会
）

　

五
霞
町
の
文
化
協
会
に
所
属
し
て

い
る
８
団
体
や
、
公
民
館
講
座
の
講

座
生
、
各
種
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
の
展
示
を
し

ま
す
。

　

ま
た
、
陶
芸
や
将
棋
、
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
体
験

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
企
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
文

化
に
触
れ
あ
う
良
い
機
会
で
す
。
み

な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

（
健
康
福
祉
課
）

　

病
気
の
基
本
的
な
知
識
を
お
さ
え

な
が
ら
、
健
診
や
予
防
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
２
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所

　

境
町
役
場

○
講
演
会
内
容

 

・「
あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
？
」

○
日
時　
11
月
16
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所

　

境
町
中
央
公
民
館

○
講
演
会
内
容

 

・「
脳
卒
中
の
予
防
に
つ
い
て
」　

○
主
催

　

猿
島
郡
医
師
会
他

（
総
務
課
）

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
の
強
固
な
消
防
精
神
を
養
成
、

厳
正
な
規
律
、
確
実
な
団
体
行
動
の

徹
底
を
図
り
、火
災
現
場
に
お
い
て
、

迅
速
か
つ
的
確
に
消
火
活
動
に
あ
た

る
団
員
の
育
成
を
目
的
に
消
防
ポ
ン

プ
操
法
の
技
術
を
県
西
地
区
の
市
町

か
ら
10
チ
ー
ム
が
競
い
ま
す
。

　

当
町
か
ら
は
、
五
霞
町
消
防
団
を

代
表
し
、
第
２
分
団
員
６
名
が
出
場

し
ま
す
。

　

第
２
分
団
で
は
、
４
月
か
ら
大
会

に
向
け
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

も
家
族
そ
ろ
っ
て
見
学
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

10
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら

○
場
所　

　

古
河
市
広
域
中
央
運
動
公
園

　

イ
ベ
ン
ト
広
場

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
・
防
災
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

（
総
務
課
）

　

行
政
相
談
週
間
（
10
月
21
日
㈪
～

27
日
㈰
）
が
始
ま
り
ま
す
。　
　

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
分
か
り

づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
の
改
善
、
施

設
等
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、

細
井
博
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
相
談
会
及
び
町
行
政

相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
。
ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
合
同
相
談

 

・
日
時

　10
月
15
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

 

・
場
所

　

下
妻
公
民
館
２
階
大
会
議
室

○
町
行
政
相
談
所

 

・
日
時

　10
月
29
日
㈫

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

 

・
場
所　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

　

行
政
相
談
課

　

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

　

総
務
課　

行
政
・
防
災
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）

し
て
い
ま
す
。

○
日
時　11

月
２
日
㈯
～
４
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

（
但
し
、
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
場
所　
五
霞
町
中
央
公
民
館

○
主
催　
五
霞
町
文
化
協
会

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０

○
後
援

　

五
霞
町
・
境
町
他

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

第
８
回　

文
化
祭

～
き
ら
め
く
町
に
き
ら
め
く

人
と
き
ら
め
く
心
を
～ 

《
元
気
で
行
こ
う
》

第
64
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
西
地
区
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

行
政
相
談
週
間

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の

お
知
ら
せ
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（
健
康
福
祉
課
）

　

災
害
時
要
援
護
者
に
登
録
さ
れ
た

方
へ
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を

配
布
し
ま
し
た
。
「
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
」
と
は
、
高
齢
者
本
人
の
か

か
り
つ
け
医
療
機
関
や
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
封
入
し

て
、
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
筒
状
の
容

器
で
す
。
冷
蔵
庫
の
外
側
に
、
保
管

場
所
を
示
す
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼
る
こ

と
で
緊
急
搬
送
時
や
災
害
時
に
駆
け

付
け
た
救
急
隊
の
迅
速
な
救
急
活
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
災
害
時
要
援
護
対
象
者

 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
方
（
75
歳
以
上
）

  

・
寝
た
き
り（
要
介
護
3
以
上
）の
方 

 

・
認
知
症
（
要
介
護
3
以
上
）
の

症
状
を
有
す
る
方

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
・
2
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

 

・
療
育
手
帳
（
Ⓐ
、
Ａ
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
に
て
災

害
時
要
援
護
者
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

室
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
通
院
し
な
が
ら
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
方
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

関
心
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

10
月
3
日
㈭

　

11
月
7
日
㈭

　

12
月
5
日
㈭

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

●
高
齢
者
の
方
　
　
　
　

○
接
種
期
間　
10
月
1
日
㈫
～

　

平
成
26
年
1
月
31
日
㈮

○
対
象
者

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
医
師
の
診
断
書
が

必
要
で
す
）

○
接
種
方
法

　

町
の
委
託
医
療
機
関
（
猿
島
郡

内
及
び
古
河
市
の
医
療
機
関
等
）

に
予
約
し
接
種
。

※
県
外
で
接
種
す
る
場
合
、
町
と
の

委
託
契
約
医
療
機
関
で
あ
れ
ば

同
じ
公
費
負
担
額
で
助
成
さ
れ

ま
す
。
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
や
む
を
得
ず
、
町
と
協
定
を
締
結

し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種

さ
れ
た
方
は
、
支
払
っ
た
接
種

料
金
の
う
ち
助
成
金
額
分
を
払

い
戻
し
し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
助
成
金
額
（
1
人
1
回
ま
で
）　

２
，
０
０
０
円

　
（
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に

満
た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

　

年
齢
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
証
等
）

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
接
種
期
間　
10
月
1
日
㈫
～

　

平
成
26
年
1
月
31
日
㈮

○
対
象
者

　

本
町
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
1
・
2
・
3
級
）
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方

○
接
種
方
法　
か
か
り
つ
け
医
等
で

接
種

○
助
成
金
額　
２
，
０
０
０
円

　
（
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に

満
た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額
）

○
助
成
金
申
請
方
法

　

次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

 

・
身
体
障
害
者
手
帳

 

・
認
印

 

・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

　
（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

 
・
通
帳

○
申
請
期
間　
10
月
１
日
㈫
～

　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
の
た
め
に

デ
イ
ケ
ア
（
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教

（
総
務
課
）

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
行
政
区

を
通
じ
て
消
防
団
の
活
動
支
援
と
し

て
９
７
２
，
８
０
０
円
の
拠
出
金
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

た
拠
出
金
は
、
消
防
団
の
活
動
資
金

の
一
部
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
・
防
災
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

配
布
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
教
室
に

　
　つ
い
て

五
霞
町
消
防
協
力
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
で
は
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
育
つ
よ
う
、
ま
た
妊
娠
中
の
生

活
が
不
安
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
パ

パ
・
マ
マ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
友
だ
ち
づ
く
り
の
場
と
し
て

も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
1
日
目
の
日
程
が
10
月
16

日
㈬
か
ら
15
日
㈫
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

１
日
目　

10
月
15
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

２
日
目　

10
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

　
３
日
目　

10
月
22
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

○
受
付　
午
前
9
時
15
分
～
30
分

○
内
容

・
１
日
目

　

講
話
「
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
」
、

　

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
に

　

つ
い
て
」
、
血
圧
測
定

・
２
日
目

　

ビ
デ
オ
鑑
賞
「
赤
ち
ゃ
ん
・
こ
の

　

す
ば
ら
し
き
生
命
」
、
お
ふ
ろ
の

　

入
れ
方
実
習
、
母
乳
相
談
、
血
圧

　

測
定

・
３
日
目

　

講
話
「
妊
娠
中
の
栄
養
に
つ
い

て
」、「
妊
娠
中
の
歯
の
衛
生
」、

子
守
唄
、
血
圧
測
定

（
上
下
水
道
課
）

　

平
成
17
年
度
に
設
置
さ
れ
た
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
検

定
期
間
が
切
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
交
換
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

交
換
の
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に

は
、
「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知

ら
せ
」
の
通
知
を
別
途
は
が
き
に
よ

り
送
付
し
ま
す
。

　

作
業
時
の
立
会
い
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
敷
地
内
に
立
入
り
し
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
交
換
工
事
は
町
が
委
託
し

た
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
時
に
は
町
発
行
の
受

託
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

○
交
換
期
間

　

10
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

○
交
換
費
用　
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

☎
（84）
３
０
０
０

 

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　

40
歳
以
上　
　
　
　

   　

無　

料

・
胃
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳　

１
，
０
０
０
円

　

70
歳
以
上        　

  　

 

５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳　
　
　
５
０
０
円

　

70
歳
以
上　
　
　
　

   

３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　

40
歳
以
上
69
歳 　
　

  

５
０
０
円

　

70
歳
以
上　
　
　
　

   

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　

40
歳
以
上
69
歳　
　

   

５
０
０
円

　

70
歳
以
上　
　
　
　

   

３
０
０
円

・
肝
炎
検
査

　

40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

　

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し

　

て
い
な
い
方　
　
　
　
５
０
０
円

　

70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

　

い
な
い
方　
　
　
　
　
３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

　

７
月
、
８
月
に
実
施
し
ま
し
た

が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た

方
、
大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象

者
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
の
う
ち
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
お
申
し
込
み
期
間

　

11
月
８
日
㈮
ま
で

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

○
検
診
日

　

11
月
17
日
㈰

○
検
診
会
場

　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
検
診
受
付
時
間

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

　

午
前
7
時
～
8
時

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
方

 

（
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
含
む
）

　

午
前
9
時
～
10
時

○
料
金 

・
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　

20
歳
以
上
39
歳　

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

・
町
道
８
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　

　

11
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課　

都
市
計
画
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

○
対
象
者

　

町
内
在
住
の
妊
婦
及
び
そ
の
家
族

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

10
月
10
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
建
設
環
境
課
）

　

町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
町
道
１
７
０
８
号
線
道
路
側
溝

補
修
工
事

○
工
事
期
間　

　

11
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
川
妻
地
内

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時　
10
月
８
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

・
骨
密
度
測
定
（
超
音
波
測
定
法
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
の
話
（
保
健
師
）

・
調
理
実
習
（
栄
養
士
）

・
健
康
体
操

 

（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

○
定
員　
25
名

○
申
し
込
み

　

10
月
3
日
㈭
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ 環境浄化センター

原宿台

土与部

幸主

至
江
川

元栗橋

パ
パ
・
マ
マ
教
室
につ

い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

つ
い
て

が
ん
検
診
の
追
加
受
付
に

つ
い
て

道
路
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

の
お
知
ら
せ
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（
建
設
環
境
課
）

　

道
路
下
に
農
業
用
水
管
を
敷
設
す

る
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
町
道
の
一
部
が

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10 

月
９
日
㈬

　

11
月
６
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

（
た
だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
を

　

除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

日
頃
か
ら
血
圧
が
気
に
な
る
け

ど
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方
、
ぜ
ひ
ご

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

（
健
康
福
祉
課
）

　

障
害
者
就
職
面
接
会
は
、
求
職

者
・
求
人
者
が
お
互
い
に
理
解
を
深

め
つ
つ
面
接
を
行
い
、
就
職
促
進
・

就
職
機
会
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
と
障
害

者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
主
等

が
公
共
職
業
安
定
所
の
指
導
の
も
と

面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
会
場

　

結
城
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー

　

結
城
市
国
府
町
１-

１-

１

○
日
時　

　

10
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

（
午
後
０
時
30
分
受
付
開
始
）

※
事
前
に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

古
河
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎
（32）
０
４
６
１

利
用
く
だ
さ
い
。
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

成
人
健
康
相
談
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
健
診
や
検
査
の
結
果
の
こ
と
な

ど
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
21
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
持
ち
物

　

ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
汁
の
み
お
玉

1
杯
分
程
度
）　

健
康
手
帳
も
し

く
は
血
圧
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

健
診
結
果
表
な
ど

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

　

こ
と
ば
や
心
身
の
発
達
等
に
つ
い

て
、
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
と
保
護
者

を
対
象
に
、
臨
床
心
理
士
・
保
健
師

等
に
よ
る
相
談
を
、
月
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
心
配
な
こ
と

が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

個
別
相
談
で
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

○
期
日　

　

10
月
18
日
㈮
・
11
月
8
日
㈮

　

12
月
6
日
㈮

○
受
付　
午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

○
工
事
名

　

地
盤
沈
下
対
策
事
業
五
霞
３
期
地

　

区　

用
水
路
工
事

○
交
通
規
制
期
間

　

平
成
25
年
10
月
～

　

平
成
26
年
３
月
下
旬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
工
事
箇
所

　

大
福
田
・
小
福
田
・
山
王
山
地
内

○
発
注
者
・
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所

　

境
土
地
改
良
事
務
所　

工
務
課

　

☎
（87）
０
８
２
２

農
業
農
村
整
備
事
業
（
土

地
改
良
事
業
）
用
水
路
工

事
に
伴
う
町
道
交
通
規
制

の
お
知
ら
せ

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

高
血
圧
予
防
相
談
の
開
催

に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

障
害
者
就
職
面
接
会
開
催

に
つ
い
て

す
く
す
く
相
談
の
お
知
ら
せ
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

（
財
務
課
）

　

11
月
10
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
第
８

回
五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
、
会
場
を

つ
く
る
・
き
れ
い
に
す
る
・
案
内
す

る
・
取
材
す
る
な
ど
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
運
営
委
員
会

　

事
務
局
（
役
場
財
務
課
内
）

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

　
Ｅ
メ
ー
ル:kikaku@

tow
n.goka.

　

lg.jp

（
健
康
福
祉
課
）

　

無
理
の
な
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、

体
力
ア
ッ
プ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

○
日
時　
10
月
25
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

○
場
所

　

下
妻
市　

砂
沼
運
動
公
園
遊
歩
道

　

茨
城
県
指
定
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

 

（
６
～
７
㎞
程
度
）

○
対
象
者

　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

○
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　

10
月
15
日
㈫
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎

（84）
１
９
１
０

（
総
務
課
）

　

広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お

子
さ
ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
政
策
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
「
い
じ
め
」
や
児
童
虐
待

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
人

権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り
扱
う
業

務
全
般
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
及
び

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

○
日
時　
10
月
6
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
受
付
は
午
後
3
時
ま
で

○
場
所

　

下
妻
会
場

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
使
用
す
る
軽
油

に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
32
・
１

円
の
軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ
て
お

り
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

等
を
混
ぜ
て
「
不
正
軽
油
」
を
製
造

し
て
い
る
人
、
そ
れ
を
販
売
・
購
入

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
軽
油
の
代
わ

り
に
灯
油
や
重
油
等
を
そ
の
ま
ま
車

の
燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
正
軽
油
の
行
為
は

犯
罪
で
あ
り
、
脱
税
と
な
り
ま
す
。

不
正
軽
油
の
使
用
者
を
見
か
け
ま
し

た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
の
製
造

　

10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実

施
し
、
悩
み
を
持
っ
た
お
子
様
や
保

護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

9
月
30
日
㈪
～
10
月
4
日
㈮

○
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

○
電
話
番
号

　
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
実
施
機
関

　

水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県
人
権

　

擁
護
委
員
連
合
会

○
相
談
員

　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

　

水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　

下
妻
市
下
妻
乙
１
３
０
０-

１

○
相
談
内
容　

　

土
地
の
境
界
争
い
、
相
続
・
贈

与
・
売
買
な
ど
の
登
記
手
続
、
抵
当

権
の
抹
消
手
続
、
地
代
家
賃
の
供
託

手
続
、
戸
籍
の
届
出
方
法
、
成
年
後

見
制
度
、
夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内

の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ

問
題
な
ど

○
料
金　
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　

☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
併
科
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

課
税
第
一
課　

軽
油
引
取
税
担
当

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
９
２

　

火
災
発
生
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
止

す
る
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電

気
店
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
住
宅

の
寝
室
、
階
段
に
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
、
ま
さ
か
の
火
事
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
煙
式
で
「
Ｎ
Ｓ
」

マ
ー
ク
の
あ
る
商
品
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合　

消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
（47）
０
１
２
９

　

古
河
消
防
署　

☎
（47）
０
１
２
０

五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
中
!!

「
わ
く
わ
く
元
気
づ
く
り
」

ウ
オ
ー
ク
大
会
参
加
者
募
集

我
が
家
の
主
役
募
集

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

ダ
メ
！
不
正
軽
油

ご
家
庭
に
つ
け
て
い
ま
す
か
？

火
災
警
報
器
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猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及

び
さ
し
ま
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
機
器
の
点
検
・
補
修
の
た
め
次

の
期
間
を
休
館
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

10
月
21
日
㈪
～
11
月
５
日
㈫

○
さ
し
ま
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー

　

11
月
11
日
㈪
～
11
月
18
日
㈪

○
日
時　
10
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
場
所　
茨
城
県
古
河
保
健
所

　

２
階
大
会
議
室

○
内
容

・
講
演
会

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
「
炎
症
性
腸
疾
患
治
療
の
現
状
と

日
常
生
活
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

・
講
師

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

消
化

器
・
肝
臓
内
科　

助
教　

　

竹
澤
敬
人
先
生

・
交
流
会　

午
後
３
時
10
分
～
４
時

○
お
申
し
込
み
期
間

　

10
月
９
日
㈬
ま
で

○
お
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
参
加
申
込
書
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
古
河
保
健
所
健
康
指
導
課

　

☎
（32）
３
０
２
１

　

茨
城
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、「
エ
コ
通
勤
（
マ
イ
カ
ー

通
勤
の
自
粛
）」
運
動
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
上
手
に
使
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ

り
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

過
度
に
マ
イ
カ
ー
に
依
存
し
た
暮

ら
し
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
期
間　
10
月
31
日
㈭
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議

　

事
務
局

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
５
３
６

　

遺
言
、
相
続
、
各
種
認
可
等
の
行

政
手
続
き
相
談
な
ど
、
暮
ら
し
と
役

所
の
諸
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
茨

城
県
内
の
行
政
書
士
が
面
談
ま
た
は

電
話
に
て
お
答
え
し
ま
す
。

面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会

○
日
時　
10
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

古
河
市　

中
央
公
民
館

　

２
階
研
修
室

　

古
河
市
下
大
野
２
２
４
８

　

茨
城
県
で
は
、
県
西
地
域
の
農
畜

産
物
・
加
工
品
の
販
売
や
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
料
理
等
を
来
場
者
に
提
供

し
、
県
西
地
域
の
農
業
を
紹
介
・
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
に
対
す
る

県
西
地
域
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
茨
城
を

た
べ
よ
う
！
県
西
う
ま
い
も
ん
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

五
霞
町
で
は
、
道
の
駅
ご
か
か
ら

「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
ま
ん
、
ご
か
り
ん

焼
等
」
を
出
展
し
ま
す
。

　

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
11
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

 

（
午
前
9
時
30
分
受
付
開
始
）

○
場
所　

　

古
河
市
福
祉
の
森
会
館

○
日
時　
10
月
14
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所　
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば

　

カ
ツ
ラ
ギ
ロ
ー
ド

○
住
所　
茨
城
県
つ
く
ば
市

　

研
究
学
園
Ｃ
50
街
区
１

○
イ
ベ
ン
ト
内
容　
　

 

・
茨
城
県
西
地
域
の
野
菜
、
果
物
、

加
工
品
が
勢
揃
い
！

 

・
白
菜
キ
ム
チ
鍋
や
常
陸
牛
、
旬
の

野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
も
そ
の
場
で

提
供

 

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選
会
も

実
施
♪

○
主
催　
い
ば
ら
き
県
西
農
産
物

　

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
、

　

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば

○
お
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所

　

企
画
調
整
課

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
６
４

　

2
階
研
修
室

 

（
古
河
市
新
久
田
町
２
７
１-

１
）

○
内
容

・
講
演
会
お
よ
び
相
談

　

講
師　

深
谷
澄
子
先
生

  

（
皮
膚
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

　

筑
西
市
民
病
院
）

・
オ
ス
ト
メ
イ
ト
同
士
の
懇
談

・
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
・
説
明

○
参
加
費　

　

1
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　

11
月
10
日
㈰
ま
で

○
お
申
し
込
み

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支

　

部
西
部
地
区
セ
ン
タ
ー
総
務

　

鈴
木
徳
男　

☎
（76）
６
５
１
１

　
０
９
０-

５
３
９
９-
０
３
９
８

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

○
日
時

　

10
月
１
日
㈫
・
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
２
９
（
３
０
５
）
３
７
３
１

　

※
無
料
相
談
電
話
共
通

　

茨
城
県
で
は
、
交
通
事
故
に
遭

い
、
損
害
賠
償
や
示
談
の
仕
方
な
ど

で
お
困
り
の
方
々
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
筑
西
合
同
庁
舎
内
に
県
西
地

方
交
通
事
故
無
料
相
談
所
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
一
般
相

談
の
ほ
か
、
毎
月
１
回
弁
護
士
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。

○
一
般
相
談

　

木
曜
日
を
除
く
平
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

○
弁
護
士
相
談

　

毎
月
第
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

　

※
要
予
約

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
県
西
地
方
交
通
事
故
相
談

　

所

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
１
２

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
さ
し
ま
健
康
交
流

セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

難
病
医
療
講
演
会
及
び

交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
秋
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

い
ば
ら
き
」
の
実
施
に
つ

い
て

茨
城
県
行
政
書
士
会
無
料

相
談
の
お
知
ら
せ

茨
城
を
た
べ
よ
う
！

県
西
う
ま
い
も
ん
市
が

開
催
さ
れ
ま
す

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保

有
者
の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー

講
習
会
に
つ
い
て

県
西
地
方
交
通
事
故
相
談

所
の
ご
案
内
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

　

(

町
民
税
務
課)

　

平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
夜
間
収
納
に
限
り
、
学
校

給
食
費
も
役
場
で
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

○
開
設
日

　
10
月
31
日
㈭

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
7
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

下水道
受益者負担金

上下水道課
(川妻浄水場)

下水道G

☎(84)3346

上下水道料金

上下水道課
(川妻浄水場)

水　道G
下水道G

☎(84)3000

保育料

健康福祉課
(役場)

社会福祉G

☎(84)0006

介護保険料

健康福祉課
(役場)

高齢者支援G

☎(84)0006

町  税  等
学校給食費

町民税務課
教育委員会

(役場)

税　　務G
学校教育G

☎(84)1966

対象税等

担当課
(開設場所)

担　　当
グループ

電　　話

　

10
月
27
日
㈰
、
自
衛
隊
記
念
日
観

閲
式
を
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
訓
練
場

（
埼
玉
県
新
座
市
）
で
実
施
す
る
こ

と
に
伴
い
、
9
月
下
旬
頃
か
ら
飛
行

訓
練
が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
は
、

飛
行
機
か
ら
大
き
な
音
が
生
じ
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

飛
行
機
の
編
隊
飛
行
予
定
な
ど
に

つ
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
隊

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
部

　

総
務
部
地
域
連
絡
調
整
課

　

☎
０
４
８
（
４
６
０
）
１
７
１
１

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘
密

は
守
り
ま
す
。

○
連
絡
先

　

財
務
省 

関
東
財
務
局 

水
戸
財
務

　

事
務
所 

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０

○
時
間

　

平
日 

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

院
で
は
、
平
成
26
年
度
入
学
生
（
自

動
車
整
備
科
及
び
板
金
科
一
般
入
学

選
考
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

10
月
21
日
㈪
～
11
月
１
日
㈮

○
提
出
書
類　

　

入
学
願
書
、
調
査
書

○
試
験
日　
11
月
８
日
㈮

自
動
車
整
備
科

○
募
集
定
員　
５
名
（
予
定
）

○
訓
練
期
間　
２
年

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
（
見
込
み
含
む
）

○
選
考
内
容

　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）

　

面
接
選
考

板
金
科

○
募
集
定
員　
５
名
（
予
定
）

○
訓
練
期
間　
１
年

○
応
募
資
格

　

中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
（
見
込
み
含
む
）

○
選
考
内
容　

　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）

　

面
接
選
考

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立

　

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

　

☎
（76）
０
０
４
９

町
税
等
夜
間
収
納

窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

採水日 8／1 9／５
川妻浄水場

ヨウ素 不検出 不検出
セシウム 不検出 不検出

行田浄水場
ヨウ素 不検出 不検出

セシウム 不検出 不検出

測定場所 7／3、4 8／1、7 9/4、6
五霞中学校 0.069 0.067 0.059

五霞西小学校 0.080 0.067 0.077
五霞東小学校 0.060 0.068 0.059
五霞幼稚園
五霞保育園 0.064 0.064 0.054

五霞第一幼稚園
川妻保育園 0.079 0.074 0.070
南児童館 0.077 0.075 0.073
西児童館 0.066 0.071 0.060

　

町
で
は
、
水
道
水
や
大
気
の
測
定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
測
定

値
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
「
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」

の
測
定
結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◯
水
道
水
測
定
値
の
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
☎
(84)
３
０
０
０

【大気測定値】　　　　　　　　　　（単位：マイクロシーベルト）
※
大
気
中
の
測
定
に
使
用
し
て
い
る

　

機
器
の
性
能
上
、茨
城
県
の
測
定

　

結
果
と
差
異
が
生
じ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

※
測
定
は
、
天
候
や
風
向
き
な
ど
の

　

気
象
条
件
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま

　

す
。

◯
大
気
中
測
定
値
の
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
☎
(84)
１
１
１
１

町
放
射
線
量
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
を

実
施
し
ま
す

多
重
債
務
相
談
の
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
26
年
度
入
学
生
募
集
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五霞東小学校

五霞町の人口と世帯
総人口 9,341人（116人）
　前月比 +１人  （+１人）
　男 4,682人 （40人）
　女 4,659人 （76人）
世帯数 3,208世帯 （67世帯）
９月１日現在、住民基本台帳。

（　）内は外国人登録で内数。

10月の納税 納期限　10月31日㈭
あて先　
●町長（直通）
FAX（８４）1550
●総務課広報担当
☎（84）1111

（内線２２７）

ご意見・ご要望を
お待ちしています。

　

冬
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

患
者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、
空
気

中
に
漂
う
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
こ
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　

か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防
が
何

よ
り
大
事
…
と
は
い
っ
て
も
、
日

常
生
活
で
た
く
さ
ん
の
方
と
接
触

す
る
機
会
は
多
い
の
で
、
ウ
イ
ル

ス
と
全
く
無
縁
で
過
ご
す
の
は
極

め
て
困
難
で
す
。

　

予
防
で
大
切
な
こ
と
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
侵
入
し
て
き
て
も

闘
っ
て
や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
丈
夫
な
体
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
で
す
。

睡
眠
を
十
分
に

　

体
や
脳
の
疲
れ
を
と
る
の
に
一

番
重
要
な
の
は
休
養
で
す
。
夜
に

十
分
眠
れ
て
、
朝
気
持
ち
よ
く
目

覚
め
て
い
れ
ば
、
質
の
良
い
睡
眠

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

抵
抗
力
が
高
い
か
ら
だ
づ
く
り

に
は
、
糖
質
・
タ
ン
パ
ク
質
・
脂

質
や
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
取

る
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
具
だ
く
さ

ん
鍋
は
、
家
庭
で
作
れ
て
栄
養
も

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
ね
。

部
屋
の
環
境
を
と
と
の
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
寒
さ
で

は
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
す

が
、
寒
い
時
期
は
呼
吸
器
の
抵
抗

力
が
弱
ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥

し
て
い
る
と
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
が

痛
み
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
力

が
弱
ま
り
ま
す
。
室
温
は
20
℃
前

後
、
湿
度
は
60
％
前
後
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

う
が
い
・
手
洗
い

　

う
が
い
は
、
の
ど
を
清
潔
に
し

て
ウ
イ
ル
ス
を
と
り
つ
き
に
く
く

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
な
ど
を
介

し
て
感
染
す
る
の
で
、
こ
ま
め
に

手
を
洗
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
っ
て
知
っ
て

い
ま
す
か
？
①
咳
や
く
し
ゃ
み
の

際
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と

鼻
を
押
さ
え
、
周
り
の
人
か
ら
顔

を
そ
む
け
る
②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
す
ぐ
に
蓋
つ
き
の
ご
み
箱

へ
捨
て
る
③
マ
ス
ク
を
正
し
く
着

用
す
る
。
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

の
マ
ナ
ー
で
す
。

（
健
康
福
祉
課　
保
健
師
）

楽
し
か
っ
た
九
十
九
里

 

五
霞
東
小　
５
年　
秋
山　

航こ
う

輝き

　

ぼ
く
は
、
７
月
25
日
か
ら
３
日

間
、
西
小
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
千

葉
県
の
九
十
九
里
町
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
九
十
九
里
町
は
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
、
五
霞
町
と
は
ち
が
う
景
色

に
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
夜
は
、
民
宿
で
「
き
も

だ
め
し
」
を
や
り
ま
し
た
。
外
は
暗

く
て
こ
わ
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

２
日
目
の
早
朝
は
、
「
地
び
き
あ

み
漁
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
力
い
っ
ぱ
い
あ
み
を
引
く
と
、
知

ら
な
い
魚
が
た
く
さ
ん
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。
と
れ
た
魚
は
昼
食
で
食
べ

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
海
遊
び
を
し
ま
し
た
。

砂
ア
ー
ト
で
は
、
「
か
め
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
海
に
入
っ
て
遊
ん
だ
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
日
の

夜
は
、
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
で
食
べ
た
は
ま
ぐ
り
の

味
は
最
高
で
し
た
。
ス
イ
カ
わ
り
や

花
火
を
し
た
こ
と
も
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

２
泊
３
日
の
宿
泊
学
習
で
初
め
て

体
験
し
た
こ
と
や
、
新
し
い
友
達
が

で
き
た
こ
と
、
西
小
の
み
ん
な
と
交

流
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
よ
い
思
い

出
で
す
。

九
十
九
里
の
思
い
出

五
霞
東
小　
５
年　
篠
﨑　
ま
ひ
ろ

　

７
月
25
日
か
ら
２
泊
３
日
で

九
十
九
里
町
に
行
き
ま
し
た
。
私

は
、
そ
の
中
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
が

３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
初
め
て

や
っ
た
地
び
き
あ
み
で
す
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
あ
み
を
引
き
、
魚

を
と
り
ま
し
た
。
魚
が
た
く
さ
ん
と

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夜
の
食

事
に
出
た
お
刺
身
は
新
鮮
で
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
片
貝
小
学
校
と
の
交

流
会
で
す
。
初
め
て
会
っ
た
人
と
も
、

名
刺
交
か
ん
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
佐
川
先
生
と
の
科
学

実
験
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
海
で
遊
ん
だ
こ
と
で

す
。
砂
ア
ー
ト
を
体
験
し
た
り
、
波

遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
西

小
の
友
達
と
会
話
を
し
な
が
ら
活
動

を
と
も
に
す
る
こ
と
で
友
情
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
３
日
間

で
し
た
が
、
と
て

も
い
い
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
れ

も
私
の
大
切
な
思

い
出
で
す
。

町 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料  

3 期
4 期
4 期
4 期
10月分

町民税務課
町民税務課
町民税務課
健康福祉課
健康福祉課

税務G
税務G
税務G
高齢者支援Ｇ
社会福祉G

内線２５３
内線２５３
内線２５２
内線２３９
内線２３７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
た
め
に

体験！発見！挑戦！
五霞っ子体験

交流教室(５年生)
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日 月 火 水 木 金 土

ママといっしょ
　　　　　　（南児童館）

わくわく元気づくり⑦
（保健センター）

みんなでクッキング
（南児童館）

ドッジボール大会
（西児童館）

3 ～ 5 か月児健診
（保健センター）

ハロウィン
（南児童館）

ハロウィン祭り
（西児童館）

町税等夜間収納窓口
（各窓口）

3 歳児健診
（保健センター）

高血圧健康相談
成人健康相談

（保健センター）
手つなぎ鬼ごっこ

（南児童館）
道の駅ごか
（定休日）

パパママ教室①
（保健センター）
雑巾がけに挑戦
（西児童館）

パパママ教室②
（保健センター）

骨粗鬆症予防教室
（保健センター）

避難訓練
（西児童館）

ドッジボール大会
　　　　　　（南児童館）

親子ヨガ教室
（中央公民館）

第22回町民テニス大会
（町テニスコート）

わくわく元気づくり⑨
ウオーク大会

（保健センター）

ママといっしょ
　　　　　　　（南児童館）

手作りクッキング
（西児童館）

第10回町民グラウンド
ゴルフ大会

（ごかみずべ公園）

おにごっこ
（西児童館）

消費生活相談窓口
（ひばりの里）

町民ソフトボール大会
１日目
　  （中学校野球場 他）

町民ソフトボール大会
２日目
　  （中学校野球場 他）

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙　類

缶　類

缶　類

缶　類

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみびん類・ペットボトル

西　南

西　南西　南西　南西　南

西　南 西　南 西　南 西　南

西　南西　南西　南 西　南

西　南

西　南西　南

西　南西　南 西　南 西　南

日　赤

日　赤

日　赤

西　南

西　南西　南西　南西　南 日　赤

ふれあいハート教室
（保健センター）
ママといっしょ
（南児童館）

わくわく元気づくり⑥
（保健センター）
ちびっこ広場
（南児童館）

友　愛

友　愛

友　愛

道の駅ごか
（定休日）

体育の日 ママといっしょ
　　　　　（南児童館）

わくわく元気づくり⑧
（保健センター）
すくすく相談

（保健センター）
ちびっこ広場
（西児童館）

パパママ教室③
（保健センター）

このコーナーに掲載ご希望の方は、総務課（内線２２７）までお申し込みください。

　平成２６年３月３１日㈰まで受付
期間を延長致します。
　引き続き、皆様のご協力をお願い
します。お預かりした義援金は、
日本赤十字社茨城支部に送金し、
被災者への生活支援や見舞金に
使われます。

○義援金送金額
　1,202,972円（９月12日現在）

東日本大震災義援金について

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
現在、当事業につきましては、休日や夜間における小児救急患者に対応する為、茨城西南
医療センター病院及び友愛記念病院、古河赤十字病院のご協力を得て実施しております。

実施時間外の受診につきましては、つぎの医療機関でも小児救急に対応しています。

つくば市 筑波メディカルセンター病院

栗原勉・恵理さん
の次女

芽
め

生
い

 ちゃん
平成23年5月9日生

（父母のひと言）
歌が上手な芽生ちゃん。これからもかわいい
笑顔で家族を幸せにしてね。

  : 茨城西南医療センター病院(境町)　☎87-8111　　　　　: 友愛記念病院(古河市)　☎97-3000
  : 古河赤十字病院(古河市)　☎23-7111
　　　　　　　　※輪番日及び時間…月~土曜日:午後6時~午後11時　　日曜、祝日:午前9時~午後4時

町民税務課

　すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても
大丈夫なのか不安な時は、ご相談ください。
電話番号:プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの「#8000」
その他の電話からは 029-254-9900

▼茨城子ども救急相談 相談日時:毎日の夜間/18時30分～23時30分
　　　　:休日の昼間/9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始(12/29～1/3)

　 休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、お問い合わせ
ください。

　☎029‐241‐4199（年中無休／２４時間）

▼救急医療情報コントロールセンター


